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平成２９年度第１回沼田市教育委員会会議録

１ 期日

平成２９年４月２６日（水）

２ 場所

中央公民館学習相談室

３ 出席者

大竹孝夫教育長、笹川一良委員、保坂充勇委員、星野貴昭委員、飯田富美子委

員

４ 沼田市教育委員会会議規則第１９条第３号による出席者の職・氏名

高山正教育部長、藤井隆庶務課長、竹之内篤学校教育課長、平井通晃社会教育

課長、小池雅典文化財保護課長、川田正樹スポーツ振興課長、鶴淵佳秀庶務課

長補佐

５ 開会宣言（午後３時３０分）

６ 日程第１ 会期の決定

会期は、４月２６日の一日と決定

７ 日程第２ 会議録署名委員の指名

教育長が笹川一良委員を指名

８ 日程第３ 議案第１号 沼田市社会教育委員の委嘱について

社会教育課長が議案書添付資料により説明

（飯田委員）

委嘱の期間は、１カ月だけなのか。

（社会教育課長）

前任者の残任期間であるので、５月３１日までの１カ月である。

異議なく原案のとおり決定

９ 日程第４ 議案第２号 沼田市青少年育成相談センター運営協議会委員の委嘱

について
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社会教育課長が議案書添付資料により説明

異議なく原案のとおり決定

10 日程第５ 議案第３号 沼田市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

スポーツ振興課長が議案書添付資料により説明

異議なく原案のとおり決定

11 日程第６ 教育長報告

（教育長）

・年度はじめということで、委員の皆さまには連日行事等に出席いただき大変

感謝申し上げる。平成２９年度が学校教育、社会教育、社会体育と順調にス

タートした。

・辞令交付式、定例校長会、教頭会において、組織で仕事に取り組むこと、子

どもたちと先生方の自己肯定感、新しい教育の方向性を受け止めることにつ

いて話をした。

（教育部長）

教育部における懸案事項及びその対応方針について

（庶務課長）

・３月３１日付専決処分（平成２８年度補正予算）の概要について

・５月の主な行事予定について

・沼田市教育関係機関一覧表について

・教育委員会事務局異動名簿（係長以上）について

・教育委員会各課事務分掌表について

（学校教育課長）

・３月３１日付専決処分（平成２８年度補正予算）の概要について

・平成２８年度中学校卒業生の進路状況について

・平成２９年度教育委員学校訪問について

・平成２９年度学校教育課年間行事予定表について

（社会教育課長）

・３月３１日付専決処分（平成２８年度補正予算）の概要について

・平成２９年度育成会長研修会及び初級指導者養成講座について

・第４８回市民体力づくり歩け歩け運動大会開催について

（文化財保護課長）

・３月３１日付専決処分（平成２８年度補正予算）の概要について
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・沼田城跡調査・保存整備委員会専門部会（案）について

・生方記念文庫企画展「ルフィーノ・タマヨ／池田実穂 版画の中のストーリ

ー」

（スポーツ振興課長）

・３月３１日付専決処分（平成２８年度補正予算）の概要について

（保坂委員）

体育協会への委託体育行事に職員を派遣しない件について、教育委員への案

内はあるのか。

（スポーツ振興課長）

教育委員への案内は従来どおりである。行事の規模に応じて職員は対応する。

（笹川委員）

庶務課３月３１日付専決処分の耐震改修事業の学校はどこか。

（庶務課長）

小学校については、薄根小学校屋内運動場、利根小学校屋内運動場、中学校

は、沼田中学校武道場である。

（保坂委員）

日本スポーツ振興センター災害給付金の仕組みは。

（学校教育課長）

学校管理下における児童生徒の怪我や事故に対応するものであり、全ての児

童生徒が対象となっている。

（笹川委員）

学校教育課３月３１日付専決処分の沼田市中学校国際交流事業が減額となっ

ている理由は。

（学校教育課長）

燃油サーチャージ料などの交通費が、予算編成時よりも安価で事業実施でき

たため。

（星野委員）

沼田城遺跡発掘について、いつまで発掘をし続けるのか。何も出なかったら

どうするのか。

（文化財保護課長）

公園内の諸施設の移転等に合わせて発掘調査を実施することになると思うが、

発掘期間について、はっきり申し上げる段階には至っていない。

（教育部長）

発掘では既に瓦や金箔が出土しており歴史の考証を行っている。事業費の許

す範囲で発掘を行っていきたい。

（保坂委員）
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沼田城遺跡発掘で、県・国指定史跡を目指すために、沼田城跡調査・保存整

備委員会を立ち上げると理解して良いか。

（教育部長）

そのとおりである。

（笹川委員）

特別支援教育支援員の増員を検討しているようであるが、支援員は何人位必

要なのか。

（学校教育課長）

特別な教育支援を要する児童生徒は増加傾向にあり、抱える課題も多様化し

ているため、学校の要望を勘案しながら段階的に増員している。

（飯田委員）

公立幼稚園における預かり保育の実施について、通常の保育時間は２時まで

だと思うが、預かり保育は２時から何時までか。

（学校教育課長）

預かり保育の時間については、施設管理や職員の勤務体制も含め、現在、園

長会議等において検討中である。

（飯田委員）

幼稚園で預かり保育は可能か。

（学校教育課長）

可能である。

（星野委員）

市民体力づくり歩け歩け運動大会の要綱の表記の仕方についてであるが、参

加資格のところで、主催者の保険の内容を明記した方が良いのではないか。

（社会教育課長）

ご指摘のとおりだと考えるので、表記について検討したい。

（保坂委員）

職員、児童生徒で長期に休んでいる人は何人いるのか。

（学校教育課長）

平成２８年度における休職職員は２名、年間３０日以上の不登校児童生徒は

３１人であった。

12 閉会宣言（午後５時０３分）

記録者


